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共通組み立て説明書 | 
A 注意

お買い上げのお客様へ必ずあ読みください。
・本商晶の対象年齢は 15才以上です。対象年齢未満のお子様には絶対に与えないでください。
・小さ拡部晶があります。口の中には絶対に入れ芯いでくだ古い。窒患の危険があります。
・誤飲の危険があ D ますので、 3才宋溝のお子憾には絶対に与え芯いでくだ古い。
.ベースメーカーをご使用の方は、マグネットカブラー(連結轄の部品)老身体!と近づけ芯叶一
ょうご注意くだ古い。

・マグネットカブラー(連結器の部品)は磁石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン


などに近づけ芯いでくだ古い。磁気で機能異常が起こる場合があります。


〈組み立てる時の佳意〉
・取り付け部を無理な方向に曲げたり引っ彊ったりし忽いでください。
・部品はプラスチック用ニ"'，(.などでをれいに切り取りましょ弘切り取った後のヲズは捨ててください 0
.部品の中には、やむをえ昔、とがった部分があ D ますので、気をつけて組み立ててください。
.シールは、必要な部分を切り抜いて陥ってくだ古い。
・部品の加工の際の刃物、工具などのと使用にあたっては、それぞれの取級い説明書をよく
読んで正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道模型のパーツなどのと使用にあたって l草、それぞれの取扱い説明書をよく
読んで正しく使用してください。

{お買い上げのお客様へ}不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談セン安一


頃日制柏市豊田章241-22 ⑤ 277ー訓告 04-7146-0371
四割大匝制限1114-12-3 同1仰宮 06-6375-5050

.電話豊町時間 月~金蝿日(視日を融< ) 10時-16時

《商品・修理晶送付先》 パンダイ 積木修理・配送セン骨一

睡木県下畠薗置壬生町古もちゃのまち 5-4-67 .， 321一位鉛 " 0282-85-0255 

園 ωーシの完成〉
*出来上がった台車の 4箇所のツメを床板に通します。

関銃炉
ドローパー 

( 2両を固定連結する場合 

1こ町F

*床板前後の穴 oと、左右2箇所
の爪+で、車体と固定します。

本床板(シャ シ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
本スノ プロウは着脱可能です。(力プラーポケットの溝に、爪をしっかりと掛けてください。 ) 

*EF200, EF2l0, 0063などでは、車線長が掻いためカブラーの首復りが充分にで曹ません。
.速運転や、極小カーブ， sカーブ上でl主、連績が不安定な繍合がありますのでご注怠ください。

事左右4箇所の爪+で、車体
と固定します。

市ゆるい場合には、両扇子ーブ
などで固定してください。

*床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
(追加ウェイトは、走行状現に応じて匝用してください。 車内申空きスペースに、両面テープなどで固定します。)

⑧トレーラー{動力の無い車商}への台車の取り付け 
erBトレインショーティー専用・走行台車白 jを使用します。
*台車部分を外して(床板は付けたまま)、走行台車をセンヲーピン穴に装着してください。
ホ台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
キ旧宮イプ床板では、台車の回転止めピンがあります。また、初代床板ではカブラ一台座
と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

eNゲージ用の線路、コントローラーなどは、別途ご用意ください。
本線路、コントローラーは、各社の Nゲージ規格の製品が共通に使用できます。
本 Nゲージにおける使用方法 l立、各社・ Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください。

.走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
水動力ユニット 1 台で、通常は4両程度を牽号 I( 自車含む)することができます。 

(勾配区間や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。) 

.KATO製の動力ユニットを使用する二ともできますo 

d機関車用・動力ユニット (スカ トは取り外してください。)

|品番 11-1031 ポケットライン用動力ユニット | 
本 EF64o. DF50. DD53など、車体裾の低い車両には装着できません。 

*11ー 103は.麟入時にはカブラーポケット町内側にストyパー〈プラ小片〉が入っていますので、
必ずストッパーを取り外しτ古pら量産婚して〈だきも、。
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、事台車に取り付けた『台車レリーフ』由喰行中に落下しないように、取り付けがゆるい椙合 このほか、 割りピン取り付け方式の、各社台車を取り付ける
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ぽにlま健策綱などを使用して固定してください。 ことができます。

車スカートのある先頭車に、動カユエットや走行台車を取り付ける構合I宜、スカートを取り 川
ωシw

q
設J外すか、または台車のカブラー鶴分を切り取ってから畿婚して〈ださ L、。 -パンタグラフの交換

$新鮮織など車体掘にカバーのある車両では、台車レリーフを取り付けできません。 ネお好みの Nゲージ用パン 51グラフを別途お買い求めの上、交換してください。 

KATO:II-401 PS14白車パン曹ヴラ7 'iリーンマツ 'J}' ・ 80-2:PS13 町茸，1(;'-宮fラ7 
*各寝の吏自民パーツ i主、メーカー，形式によって取り付けが固い@い}椙合も制ますので、 それ KATO:II-403 PS22 直車・下枠吏畳罷パン膏ヴラ7 'iリーンマツヲ}':80-3:PT42 置車パン~'iラ7 
ぞれ調・のうえ取り付けてくださる」寧たパーツによっては加工が必要なものも制ます。 KATO:11-404. 11-420 PS16:1車パン世'iラ7 'iリーンマツヲス :80-5:PT43:置車パン~'iラ7

$勤カユZツトの.着には、 車現によっては車体側の一陽{ガラス，スカートなど}や、動カユニット 枠 11-4201;1:，置峨穴が4・の置閣に対庖し曹す. 'Jロスポイント :PT7 1 C:~;'-'i'Ví'-b. .JI;'-~'iラ7
のJl甑などを切り取る等の細工が必要な場合があります。 

このほか、取り付けピンが縦2本方式の、各社・パン骨グラフを取り付けることができます。
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(車体の組立て) 
屋根(更新後) ①左右のガラスの前後にブロックを取り付けます。

どちらかを *ブロックの上下の向きに注意して、パチンと奥まではめ込んで
A
V
 A

φ φ (パンヲ付きの車両はパンヲグラフを取り付けます。) 

。Q cr妻板を取り付けます。

》
レ4 

f
選択

ユr ください。 I ブロック・伽市 制ι圃圃圃Lガラス|
Q 
 ~ +~~・・11:"-=+ 1l 下 『凶圃・.....~I

Q ②屋根を取り付けます。 I , 一圃圃-。 

持 e
(先頭車は後方1 枚、中間車は前後2枚取り付けます。 )

I
l
-
-
屋 期初根

シルドビーム2灯 対 妻板 ④左右の側面を取り付けます。

⑤ンャーンのつめに合わせて車体をかぶせます。
単灯.

(中間車は完成です。)

⑥先頭車は前面を取り付けて完成です。

(スカート付きの車両は、先にスカートを前面に取り付けます。)

ホ取り付け部が固い場合があります。 その場合にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。 

*取説に記載されている車両は‘バリエーション内の一部です。

正面パ ツI 屋根パーツなどは、車種・塗装によってセットされている 

ガラス右 I ~ーツが異なりますのでご注意ください。

屋担(更新後) 

~ 
。 

l\ーJ

前面 (更新後) G 
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ワイパー2本 

。

ø 
Q 

Ea盟主m 
対i e

Q 
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本貼り付け位置の参考例です. 台紙からお好きな(ステッカーの貼付け位置〕 ものを週んで、 切り抜いて貼ってください。
(刃物のお取り扱いには‘ 究分!こご注意ください。
記磁の無いものはお好みの位置にお貼りください。)

車体番号

期初根

噸
単灯.

前面 (初期)
ワイパー1 本 

a 
。 

l\~ 

前面(更新後)

ワイパー2本

車体番号



車体番号
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グリーン車マーク 

(キロ 25客扉横〉

函~ ~函


